日本万国博覧会

１９７０年、大阪府吹田市の千里丘陵で、１８３日間の会期（３月１４日－９月１３日）で行われた、日本・アジアともに初の国際博覧会です。日本万国博覧会は、別名：大阪万博とも呼ばれています。
主催：財団法人日本万国博覧会協会（現在の独立行政法人日本万国博覧会記念機構）

名誉総裁：皇太子＝明仁（あきひと）

名誉会長：内閣総理大臣＝佐藤栄作

「人類の進歩と調和」をテーマとして、日本を含む７７カ国と４つの国際機関が参加しました。総来場者数は、6,421万8,770人と万博史上最多。さらに、万国史上初めて黒字となりました。１９６４年に開かれた東京オリンピックに次ぐ国家的なイベントであり、多くの企業・研究者・建築家・芸術家らがパビリオン建設や映像・音響などのイベント制作・展示物制作に起用され、高度経済成長を成し遂げ、アメリカに次ぐ経済大国となった日本の象徴的な意義を持つイベントとなりました。また、大阪市など会場周辺都市でも地下鉄建設などの大規模開発が進められました。　★〔パビリオン：仮説の建築物、展示館〕
一方、第二次世界大戦以来の規模となる芸術からの国家イベントへの動員は、芸術界内部で批判があったほか、同じく１９７０年に予定されていた日米安全保障条約改定に関する議論や、反対運動である安保闘争を大イベントで国民の目から隠すものだとして、大学生らによる反対運動が起きました。
人気パビリオンでは大量の人による混雑で、特にアポロ１１号が持ち帰った月の石を展示したアメリカ館の行列は延々続き、途中であきらめてほかの間へ行く人も多かった。またその異常な混雑ぶりから万博のテーマをもじって「人類の辛抱と長蛇」と揶揄されたそうです。
＜万博に登場し、その後普及したもの＞
技術
· 動く歩道 

· エアドーム（アメリカ館、富士グループパビリオン） 

· ワイヤレスフォン（現在の携帯電話、電気通信館） 

· アストロラマ（みどり館）（360度全天周スクリーン映像。以後の各博覧会で見られた全天周映像やオムニマックスシアター等、他、デジタル映像式プラネタリウム投影機の先駆け） 

· ローカル・エリア・ネットワーク（LAN） 

· モノレール（アルウェーグ式を改良した日本跨座式が会場内にて初めて運用された） 

· サインシステム（ピクトグラムと共同運用した最初のもの） 

食文化 

· 缶コーヒー（UCC上島珈琲） 

· ファーストフードやファーストフードチェーン（ピザ、ケンタッキーフライドチキン、ドムドムバーガー） 

· ファミリーレストラン（アメリカゾーンに外国店扱いでロイヤルがステーキハウスを出店、この実績がのちにロイヤルホストへとつながる） 

· コーヒー味のソフトクリーム（エチオピア館） 

· 甘味料での味付け、及びコーンスターチ・ゼラチン・寒天などによるババロア状加工を一切行なっていないヨーグルト（ブルガリア館）（のちに各社から販売された。発売は明治ブルガリアヨーグルトが最初。） 

その他文化 

· エスカレータ（エスカレータのルールを国際法に従い右立ち、左開けというルールになり、これが関西（京都を除く）で執着した。） 

＜万博で登場したがいまだ普及途上にあるもの＞
· 国鉄式浮上式リニアモーターカー（日本館、国鉄） 

営業線は日本のどこにも未だ敷設されていない。JR（国鉄）方式（JR式マグレブ）以外は実用化されたものがある。鉄輪式（非浮上式）は各地の地下鉄で、浮上式で低速型HSSTは愛知県のリニモで、超高速型トランスラピッドは上海リニアモーターカーで実用化されている。 

· 空中ビュッフェ（会場各所）[3] - ドン・キホーテ

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%98%AA" \o "大阪" 大阪

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%93%E9%A0%93%E5%A0%80" \o "道頓堀" 道頓堀店に同様の観覧車がある。 

· ファクシミリ配信型の新聞 - 類似のものとしてポーリング受信によるファックス情報サービス。 

· テレビ電話（第三世代携帯電話で徐々に浸透しつつある） 

· 人間洗濯機（サンヨー館） - ミストバス（身体障害者用自動洗浄浴槽）として浸透しつつある。 

· 電気自動車 （ダイハツ工業） 

現在、航続距離の問題などからゴルフカートやフォークリフトなどの利用に限られている。しかし、ハイブリッド車・燃料電池車の開発には大いに貢献している。  
参考文献：フリー百科事典『ウィキペディア』
